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訓
練
第
一
課
長
の
永
山
栄
一
氏
は
、「
本

校
に
は
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
３
軸
機
・
５
軸

機
を
始
め
、
企
業
で
す
ぐ
に
役
立
つ
最
新
の

加
工
機
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
実
技
の
ほ
か

に
も
、
設
計
や
加
工
に
必
要
な
知
識
を
学

科
で
習
得
し
、
幅
広
い
応
用
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
企
業
か
ら
は
、
訓
練
の
有
無

で
定
着
率
に
差
が
出
る
と
も
伺
っ
て
お
り
ま

す
」と
語
る
。

造
園
科（
１
年
）
は
、
主
に
若
年
者
を
対

象
と
し
て
、
造
園
に
必
要
な
設
計
・
施
工
・

樹
木
管
理
等
の
ほ
か
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
住
宅

庭
園
の
設
計
や
伝
統
的
な
造
園
技
術
に
関
す

る
知
識
と
技
能
を
学
ぶ
。
技
能
五
輪
全
国
大

会
へ
の
出
場
や
庭
造
り
を
通
じ
て
物
づ
く
り

の
楽
し
さ
を
経
験
し
、
将
来
の
造
園
工
事
の

現
場
管
理
・
監
督
者
を
目
指
す
。

造
園
科（
６
ヵ
月
）
で
は
、
主
に
離
職
者

を
対
象
と
し
て
短
期
間
で
即
戦
力
と
な
る
よ

う
、
作
庭
に
必
要
な
技
能
と
庭
園
管
理
の
技

能
、
関
連
す
る
機
械
類
の
操
作
法
と
安
全
教

育
を
い
く
つ
か
の
作
業
に
分
類
し
、
習
得
す

る
。事

務
実
務
科
は
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
、
書
類
の
作
成
と

整
理
な
ど
、
事
務
系
の
職
業
訓
練
を
中
心
に

実
施
し
て
い
る
。

「
全
国
に
先
駆
け
、
障
害
者
校
で
は
な
く

一
般
校
を
活
用
し
て
い
る
科
で
す
。
事
務
系

以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に
対
応
で
き
る
よ

う
販
売
・
物
流
業
務
実
習
や
基
本
作
業
実
習

な
ど
の
訓
練
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

就
職
指
導
や
修
了
後
の
定
着
支
援
も
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
訓
練
に
取
り
組
め

ま
す
」（
園
田
校
長
）

取
得
で
き
る
資
格
は
、
Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
科

は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
試
験
、
ガ
ス
溶
接

技
能
講
習
修
了
証
、
課
程
修
了（
技
能
照
査

合
格
）
に
よ
り
技
能
士
補
等
。
造
園
科（
１

年
）
は
技
能
士
補（
同
右
）、
玉
掛
技
能
講
習

修
了
証
等
。
造
園
科（
６
ヵ
月
）
は
、
２
級

造
園
技
能
検
定
受
験
資
格
等
。
事
務
実
務
科

は
情
報
処
理
技
能
検
定
試
験
、
日
本
語
ワ
ー

プ
ロ
検
定
試
験
等
が
あ
る
。

入
校
希
望
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
科
修
了
生
か
ら
は
、「
私

は
幼
い
頃
か
ら
も
の
づ
く
り
が
大
好
き
で
、

高
校
当
時
の
担
任
教
師
の
紹
介
で
入
校
し
ま

し
た
。
訓
練
期
間
中
は
、
毎
日
が
充
実
し
て

い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
は
と
て
も
親
身

に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、
お
か
げ
で
今
の
勤
務

先
に
も
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

校
で
は
就
職
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
と
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
」
と

の
コ
メ
ン
ト
も
。

千
葉
県
立
の
職
業
能
力
開
発
施
設
も
大
き

な
再
編
が
あ
り
、
設
置
科
目
も
改
廃
が
あ
っ

た
。「

本
校
は
、
立
地
条
件
か
ら
茨
城
県
か
ら

の
入
校
者
も
多
く
い
ま
す
。
現
代
版「
も
の

づ
く
り
」
の
基
幹
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

活
用
し
た
Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
科
を
は
じ
め
、
各

科
は
充
実
し
た
設
備
と
熱
心
な
指
導
員
の
教

え
に
よ
り
、
就
職
先
の
各
企
業
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
早
期
就
職

を
目
指
し
て
い
る
方
の
入
校
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
」（
園
田
校
長
）

千
葉
県
立
の
高
等
技
術
専
門
校

千
葉
県
立
の
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設

は
、市
原
・
船
橋（
本
誌
２
０
１
２
年
秋
季
号
参
照
）・

我
孫
子
・
旭
・
東
金
・
障
害
者
の
高
等
技
術
専

門
校
の
６
校
体
制
で
あ
る
。
我
孫
子
高
等
技

術
専
門
校
は
、
県
北
西
地
域
の
人
材
確
保
・

育
成
の
拠
点
と
し
て
公
共
職
業
訓
練
と
企
業

支
援（
在
職
者
訓
練
）
を
体
系
的
に
実
施
し

て
い
る
。

元
々
は
昭
和
40
年
我
孫
子
職
業
訓
練
所
と

し
て
開
設
さ
れ
、
我
孫
子
専
修
職
業
訓
練
校

へ
の
名
称
変
更
を
経
て
、
昭
和
53
年
４
月
に

現
校
名
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
我
孫
子
駅

か
ら
徒
歩
25
分
の
場
所
に
あ
る
。

訓
練
校
の
理
念

訓
練
校
の
理
念
に
つ
い
て
校
長
の
園
田
学

氏
は「
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
企
業
の
動
向
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

べ
く
、
本
校
で
は
一
人
で
も
多
く
の
有
能
な

技
能
者
を
育
成
し
、
社
会
へ
輩
出
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
」と
語
る
。

訓
練
科
は
、
求
職
者
、
離
転
職
者
向
け
に
、

Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
科
、
造
園
科（
１
年
課
程
）、

造
園
科（
６
ヵ
月
課
程
）
と
知
的
障
が
い
の

あ
る
方
対
象
の
事
務
実
務
科
の
４
科
を
設
置

し
て
い
る
。

教
育
訓
練
の
特
長
・
取
得
で
き
る
資
格

Ｎ
Ｃ
機
械
加
工
科
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
支
援
製
図
シ
ス
テ
ム
）や
Ｎ
Ｃ（
数

値
制
御
）
工
作
機
械
等
を
活
用
し
、
設
計
か

ら
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て
行
え
る
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

連載

我 孫 子 高 等 技 術 専 門 校
（ ち ば テ ク 我 孫 子 校）

開設から54年、
千葉北西地域の公共職業能力開発施設

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

設置・運営●千葉県
所 在 地●千葉県我孫子市久寺家684－１
訓練課 程●普通課程　ＮＣ機械加工科・造園科
	 短期課程　造園科・事務実務科
訓練期間●普通課程　１年
	 短期課程　6カ月（事務実務科は1年）


